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だった 7 名について、全 7 回のまち会議と当日の
様子を事例化し分析した。
　高学年児童に主体性が培われる大人の関わりを
評価するために、福岡教育大学附属久留米小学校
の研究成果等から次の指標を設定し、事例ごとに
大人の関わりを分析・評価した。
・ 子どもにとって「許容的なふんい気」である（社
会福祉学の視座に立てば「受容的なふんい気」
と言い換えられる）
・ 「望ましい方向へ引きもどすための助言」をおこ
なう
・ 「子どもが時間をかけて考える機会」を保障する
・ 子どもに「積極的緊張」をあたえる場面を設定
する
・ 子どもにとって「集団のよき一員」となる
・子どもに対し「不合理な要求」を行わない
・ 子どもにとって「補助自我」的存在である
　事例分析からは、評価項目同士が関連し合うこ
とともに、子どもスタッフが主体性を発揮しうる
かどうかは大人の関わりによるところが大きいこ
とが明らかになった。また、以下の行動指標を得た。
・ 子どもの側で、子どもの行動を見ている
・ 問題意識を子どもと共有する
　大人スタッフにとって迷いがあるときに行動指
標を参考にすることは、子どもとの関係を築くきっ
かけとなり得る。全国の「こどものまち」現場で
これらをどのように伝えるかが今後の大きな課題
である。
　
（文責：老川南美［おいかわ・みなみ］ 聖学院大学
大学院人間福祉学研究科修士課程 2 年）
（冒頭のみ文責：田澤　薫［たざわ・かおる］ 聖学
院大学人間福祉学部児童学科教授）
